































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































氏名 役職 居住地 履歴及び参考資料
紀俊尚 会長 名草郡 日前宮祭主。1896年、62歳で死去。【和】【紀】
近藤幸止 副会長 和歌山市 和歌山県大書記官。1909年に67歳で死去。【和】
岩崎奇一 副会長 和歌山市 和歌山県収税長。幹事から2代目副会長に就任。【官】
吉永成徳 副会長 記載無し 和歌山地方裁判所長。名誉会員から3代目副会長に就任。【官】
前田水穂 歌学師 和歌山市 紀伊藩国学所に出仕。加納諸平に師事。1898年に76歳で死去。【和】【紀】【木】
古屋菅賢 副歌学師 和歌山市 紀伊藩国学所に出仕。加納諸平に師事。日高郡八幡社祠官。1906年に89歳で死去。【和】【紀】【木】
倉田績 講義師 和歌山市 竈山神社宮司などを歴任。1919年に93歳で死去。【和】【紀】
荒巻利蔭 講義師 和歌山市 本居内遠次男、豊穎の実弟。高等女学校、徳義中学校などでも勤務。1913年に78歳で死去。【和】【紀】【木】
瀧脇英潔 幹事 和歌山市 和歌山県庶務課に勤務。【官】
猪飼重隆 〃 和歌山市 和歌浦東照宮社司。【花】
草野萌 〃 和歌山市 享誠社社員。和歌山市内に簿記数学専修学校を開設。【繁】
武津周政 〃 和歌山市 徳義社総代、旧藩士。本居内遠、加納諸平らに師事。1900年に75歳で死去。【和】【紀】【木】
和田正秋 〃 和歌山市 不詳。協会では書記も兼務。
岡本善穂 〃 和歌山市 不詳
矢田部弘典 〃 海部郡 矢ノ宮神社社掌、昭和18年に92歳で死去。国学者矢田部彦光の子。【花】【木】
野田良貞 〃 有田郡 県会議員、藤並村村長などを歴任。【名】
山田眞幸 〃 和歌山市 和歌山県庶務課に勤務。協会では書記も兼務。【官】
松廣繁穂 〃 和歌山市 不詳
山田正 〃 東牟婁郡 「熊野新報」主筆。国学者山田常典の子。【帝】【木】
大井惠舜 〃 和歌山市 松生院中僧正。【花】【帝】
井村牆柳 〃 和歌山市 不詳
辻井日教 〃 和歌山市 報恩寺僧。俳句、茶道、陶芸などにも通じる。1906年に78歳で死去。【紀】
古田兼彌 〃 和歌山市 和歌山県属。【官】
松島調 〃 名草郡 木本八幡宮社司。【花】
奥五十鈴 〃 名草郡 伊太祁曽神社宮司。【帝】
森部好謙 〃 海部郡 徳義社社員。旧藩士。「和歌山新報」発刊に協力。【市】
眞海良諦 〃 那賀郡 不詳
貴志煕正 〃 和歌山市 和歌山県収税属4等。【官】
岩橋彦五郎 書記 和歌山市 棗陰と号す。詩書や教義の他、皇漢の学を倉田績に学ぶ。1915年に58歳で死去。【紀】
岩橋孝彦 〃 記載無し 不詳
野田正嘉 〃 和歌山市 不詳




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































和歌山市 61 日高郡 3
胆澤郡(陸中) 17 西牟婁郡 2
名草郡 12 有田郡 2







伊都郡 4 記載無し 4
那賀郡 4 合計 134
－ 80－
能
は
ざ
る
会
員
?
に
対
し
て
は
、
事
前
に
?
異
見
あ
ら
ば
封
書
に
認
め
幹
事
迄
送
致
を
乞
ふ
?
と
意
思
表
明
を
呼
び
掛
け
て
い
?29
）
る
。
つ
ま
り
遠
隔
地
の
人
々
も
無
視
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
協
会
の
運
営
に
意
見
を
呈
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
第
三
点
と
し
て
指
摘
す
べ
き
は
、
協
会
が
東
京
在
住
者
と
の
関
係
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
旧
紀
州
藩
主
家
、
さ
ら
に
宮
中
と
の
関
係
形
成
を
積
極
的
に
模
索
し
て
い
た
。
先
に
、
前
者
の
例
を
見
て
お
く
。
東
京
の
会
員
は
五
名
、
実
に
そ
の
う
ち
三
名
?鵜
澤
雅
房
、
江
川
良
純
、
高
橋
渡
）が
当
時
麻
布
に
い
た
旧
藩
主
家
の
家
扶
だ
っ
た
。
加
え
て
名
誉
会
員
に
は
藩
主
家
の
家
令
齋
藤
桜
門
も
い
?30
）
た
。
彼
ら
四
人
と
も
『
わ
か
の
う
ら
浪
』
一
〇
集
か
ら
新
加
入
し
て
い
る
。
彼
ら
の
一
斉
の
加
入
は
、
協
会
が
急
速
に
旧
藩
主
家
と
の
関
係
を
深
化
さ
せ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
で
は
協
会
が
旧
藩
主
家
と
繋
が
る
メ
リ
ッ
ト
と
は
何
か
。
か
つ
て
紀
州
藩
は
国
学
を
官
学
と
し
て
保
護
・
育
成
し
て
き
た
。
そ
の
藩
主
家
の
い
わ
ば
「
公
認
」
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
協
会
は
明
治
に
お
け
る
紀
州
国
学
の
正
統
な
継
承
者
と
し
て
人
々
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。
旧
藩
の
名
は
新
設
の
協
会
に
と
っ
て
こ
れ
以
上
な
い
ほ
ど
の
権
威
づ
け
に
な
っ
た
に
違
い
な
?31
）
い
。
次
に
、
協
会
と
宮
中
と
の
関
わ
り
を
見
よ
う
。
名
誉
会
員
の
堀
河
康
隆
が
こ
こ
で
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
。
堀
河
は
子
爵
家
の
出
身
で
明
治
天
皇
の
侍
従
だ
っ
た
。
ま
た
彼
は
一
八
八
八
年
に
宮
内
省
に
御
歌
所
が
設
置
さ
れ
た
際
に
参
候
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
歌
道
の
達
者
で
も
あ
っ
?32
）
た
。
さ
て
、
そ
の
堀
河
が
一
八
八
九
年
八
月
に
和
歌
山
を
訪
れ
て
い
る
。
当
時
県
に
襲
来
し
た
台
風
の
被
害
状
況
視
察
の
た
め
だ
が
、
そ
の
案
内
を
し
た
の
が
県
の
収
税
長
で
後
に
協
会
幹
事
、
二
代
目
副
会
長
と
な
る
岩
崎
奇
一
で
あ
っ
?33
）
た
。
視
察
時
に
和
歌
に
関
す
る
話
も
出
た
の
だ
ろ
う
、
協
会
は
堀
河
を
名
誉
会
員
に
迎
え
た
。
天
皇
の
侍
従
、
御
歌
所
参
候
で
あ
る
堀
河
と
の
関
係
形
成
に
つ
い
て
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
桂
園
派
や
堂
上
派
を
中
心
と
す
る
御
歌
所
に
対
し
て
、
紀
州
に
柿
園
派
あ
り
と
宣
伝
す
る
意
図
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
宣
伝
は
堀
河
を
通
じ
て
、
自
身
歌
道
に
熱
心
な
天
皇
の
耳
に
達
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
一
方
の
堀
河
も
協
会
の
活
動
を
嘉
納
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、
短
冊
を
協
会
に
寄
付
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
?34
）
る
。
詠歌が繋ぐ地域のアイデンティティとネットワーク
－81－
協
会
と
東
京
と
の
繋
が
り
を
見
る
う
え
で
は
本
居
豊
穎
の
名
も
逸
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
豊
穎
は
も
と
紀
州
藩
士
で
、
協
会
の
歌
学
師
荒
巻
利
蔭
の
実
兄
で
あ
り
、
本
居
国
学
の
正
統
を
継
ぐ
一
人
で
あ
る
。
豊
穎
は
当
時
神
道
行
政
の
中
心
に
い
た
が
宮
中
か
ら
の
信
任
は
厚
く
、
歌
人
と
し
て
の
声
望
も
高
か
っ
?35
）
た
。
特
に
注
意
し
た
い
の
は
彼
が
中
心
に
な
っ
て
組
織
し
た
大
八
洲
学
会
の
活
動
で
あ
る
。
彼
は
国
学
の
衰
退
を
嘆
き
、
そ
の
内
容
を
深
め
か
つ
広
め
る
た
め
に
雑
誌
を
刊
行
し
て
斯
学
の
振
興
に
努
め
た
。
組
織
運
営
や
雑
誌
刊
行
の
実
績
が
あ
?36
）
り
、
最
新
の
国
学
界
の
動
静
に
通
じ
た
豊
穎
を
協
会
は
名
誉
会
員
に
迎
え
た
。
彼
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
協
会
の
開
会
準
備
は
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
?37
）
る
。
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
組
織
づ
く
り
か
ら
は
協
会
の
ど
の
よ
う
な
思
惑
が
看
取
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
結
論
的
に
い
え
ば
、
彼
ら
は
従
来
の
紀
州
国
学
を
継
承
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
新
時
代
に
即
し
た
か
た
ち
に
革
新
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
革
新
と
は
例
え
ば
、
協
会
の
名
の
も
と
に
紀
州
の
和
歌
に
心
を
寄
せ
る
人
々
を
遠
近
問
わ
ず
に
糾
合
し
て
、
彼
ら
の
意
見
も
取
り
入
れ
て
組
織
の
更
新
を
図
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
月
々
雑
誌
を
発
行
し
て
歌
学
、
国
学
の
研
究
と
情
報
発
信
の
基
点
に
す
る
こ
と
で
あ
?38
）
る
。
さ
ら
に
宮
中
や
東
京
で
活
躍
す
る
歌
人
た
ち
と
繋
が
り
、
中
央
の
歌
人
た
ち
の
動
静
や
和
歌
に
関
わ
る
最
新
の
知
見
を
吸
収
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
協
会
の
企
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
紀
州
の
歌
学
、
国
学
の
継
承
と
そ
の
革
新
と
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。５
、
活
動
の
実
態
最
後
に
、
協
会
の
活
動
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
か
、
そ
の
実
態
を
見
て
お
き
た
い
。
会
は
歌
学
の
奨
励
と
国
史
国
文
の
研
究
を
目
的
と
し
て
、?
毎
月
第
一
土
曜
日
ヲ
以
テ
歌
会
ヲ
開
キ
第
三
土
曜
日
ヲ
以
テ
講
義
会
ヲ
開
ク
?
?「
会
則
」
第
二
条
）こ
と
を
取
り
決
め
て
い
た
。
－82－
『
わ
か
の
う
ら
浪
』
に
は
活
動
の
具
体
的
な
様
子
が
わ
か
る
記
述
は
少
な
い
。
だ
が
、
例
え
ば
第
二
集
?一
八
九
〇
・
一
〇
）に
、
同
年
八
月
の
講
義
会
と
歌
会
の
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
講
義
会
に
つ
い
て
、
会
場
が
和
歌
山
市
内
の
女
子
高
等
小
学
校
だ
っ
た
こ
と
、?
三
十
余
人
?が
集
ま
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
講
義
師
倉
田
績
が
欠
席
し
た
た
め
に
?
前
田
歌
師
代
て
古
事
記
を
講
じ
?
た
こ
と
、
さ
ら
に
?
荒
巻
講
義
師
伊
勢
物
語
を
講
じ
て
散
会
?
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
翌
月
か
ら
は
「
万
葉
集
」
が
講
ぜ
ら
れ
る
こ
と
も
こ
の
時
に
決
め
ら
れ
た
。
一
方
の
歌
会
は
ど
う
か
。
こ
れ
も
次
の
よ
う
な
記
録
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
八
月
第
一
土
曜
日
歌
会
を
水
門
円
蔵
院
に
開
く
。
午
後
一
時
来
集
す
る
会
員
三
十
余
人
に
及
ぶ
。
各
自
探
題
を
得
て
沈
思
詠
吟
す
。
田
納
書
記
、
兼
題
併
に
探
題
を
被
講
す
。
こ
こ
か
ら
、
会
場
が
水
門
円
蔵
院
だ
っ
た
こ
と
、
参
加
者
が
?
三
十
余
人
?
で
、
午
後
一
時
か
ら
行
わ
れ
た
こ
と
、
和
歌
は
当
日
に
出
さ
れ
る
探
題
と
あ
ら
か
じ
め
示
さ
れ
て
い
た
兼
題
を
詠
ん
で
い
た
こ
と
、
書
記
の
田
納
調
が
歌
を
被
講
し
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
通
常
の
活
動
で
は
、
お
そ
ら
く
近
傍
に
居
住
す
る
?
三
十
余
人
?
ほ
ど
が
集
ま
っ
て
古
典
の
学
習
や
詠
歌
を
楽
し
ん
で
い
た
。
ま
た
、「
会
則
」
に
よ
れ
ば
?
歌
会
ニ
出
席
セ
ザ
ル
会
員
?
で
も
本
部
に
歌
を
送
付
し
さ
え
す
れ
ば
?
其
詠
歌
ハ
批
評
ヲ
加
ヘ
テ
返
却
?
さ
れ
た
。
対
面
教
授
の
み
な
ら
ず
通
信
添
削
も
行
っ
て
、
協
会
は
遠
隔
地
の
会
員
の
要
望
も
満
た
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
会
員
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
歌
を
詠
ん
で
い
た
の
か
。『
わ
か
の
う
ら
浪
』各
集
よ
り
兼
題
?月
次
題
）の
み
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
八
九
〇
年
七
月
〜
一
二
月
…
寄
道
祝
、
田
上
雁
、
浦
打
衣
、
山
家
月
、
野
寒
草
、
歳
暮
雪
詠歌が繋ぐ地域のアイデンティティとネットワーク
－83－
一
八
九
一
年
一
月
〜
一
二
月
…
富
士
、
霞
始
聳
、
雲
雀
、
花
漸
開
、
瀑
布
、
夏
月
涼
水
鶏
、
萩
半
綻
、
鳰
海
、
紅
葉
浅
、
千
鳥
、
狩
場
嵐
こ
れ
ら
の
題
か
ら
察
す
る
に
、
会
員
に
は
ま
ず
季
節
の
景
物
を
詠
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
加
え
て
、
和
歌
を
折
々
の
場
で
社
交
の
具
と
し
て
用
い
う
る
才
気
も
試
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
開
会
式
直
後
の
歌
会
で
は
「
寄
道
祝
」
題
が
人
々
に
提
示
さ
れ
た
。
こ
の
題
で
詠
む
場
合
は
、
協
会
結
成
へ
の
祝
意
と
と
も
に
歌
道
の
発
展
を
祈
る
心
を
詠
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
題
詠
で
は
ど
う
し
て
も
類
想
の
歌
が
多
く
な
り
、
没
個
性
的
な
歌
が
並
ぶ
と
い
う
弊
害
も
あ
っ
?39
）
た
。
本
稿
冒
頭
で
確
認
し
た
『
和
歌
山
県
史
』
は
『
わ
か
の
う
ら
浪
』
を
?
旧
派
和
歌
の
色
彩
が
濃
厚
?
と
評
し
て
い
た
。
こ
れ
は
誌
上
の
諸
作
品
の
没
個
性
的
な
傾
向
が
評
者
に
問
題
視
さ
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
な
か
に
は
必
ず
し
も
そ
う
と
思
わ
れ
な
い
歌
も
見
え
る
。
例
え
ば
「
田
上
雁
」
で
詠
ま
れ
た
前
田
水
穂
の
長
歌
で
あ
る
。
雨
霧
合
ひ
夕
月
く
ら
し
露
お
も
る
葉
月
に
な
れ
ば
小
山
田
は
わ
さ
穂
か
り
ほ
し
ふ
も
と
田
は
中
稲
花
さ
く
ふ
も
と
田
の
田
屋
も
る
賤
は
玉
櫛
笥
二
百
ま
り
の
十
日
と
ふ
日
さ
へ
近
し
と
村
肝
の
心
を
痛
め
妻
子
ど
も
は
水
あ
ふ
れ
ん
と
去
年
を
し
も
し
ぬ
び
て
嘆
く
な
げ
く
そ
ら
神
の
音
す
な
り
居
る
空
も
な
げ
な
る
は
し
に
稲
葉
ふ
く
風
に
き
ほ
ひ
て
雁
鳴
わ
た
る
こ
の
歌
は
冒
頭
か
ら
陰
鬱
な
調
子
で
始
ま
る
。
詠
ま
れ
た
時
節
は
?
葉
月
?、
農
家
の
厄
日
で
あ
る
二
一
〇
日
も
間
近
い
頃
で
あ
る
。
登
場
人
物
は
?
ふ
も
と
田
の
田
屋
も
る
賤
?
と
そ
の
?
妻
子
?
で
、
彼
ら
は
台
風
が
襲
来
し
農
作
物
が
痛
め
つ
け
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
。
し
か
し
彼
ら
が
嘆
く
そ
ば
か
ら
無
情
に
も
雷
が
鳴
り
出
し
、
稲
の
葉
を
吹
い
て
風
が
起
こ
る
。
空
を
見
れ
ば
そ
の
風
と
競
う
よ
う
に
雁
が
鳴
き
な
が
ら
飛
ん
で
い
く
、
と
い
う
。
－84－
こ
の
歌
に
漂
う
不
安
感
に
他
の
会
員
た
ち
も
同
調
し
え
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
こ
の
前
年
の
一
八
八
九
年
八
月
に
襲
来
し
た
大
型
台
風
の
こ
と
を
、
人
々
は
未
だ
記
憶
に
留
め
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
台
風
は
農
作
物
に
甚
大
な
打
撃
を
与
え
た
だ
け
で
な
く
、
県
内
で
一
二
四
七
名
も
の
人
命
を
奪
っ
?40
）
た
。
つ
ま
り
、
歌
中
で
?
賤
?
や
?
妻
子
?
ら
が
?
去
年
を
し
も
し
ぬ
び
て
嘆
く
?
姿
は
、
当
時
前
田
ら
が
目
に
し
え
た
「
実
景
」
だ
っ
た
。「
田
上
雁
」
題
で
詠
ま
れ
た
こ
の
歌
は
、
題
詠
な
が
ら
仮
想
に
な
ず
ま
ず
、
目
前
の
現
実
と
相
わ
た
る
表
現
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
わ
か
の
う
ら
浪
』
に
は
和
歌
山
と
い
う
土
地
に
生
き
る
実
感
が
詠
ま
れ
た
も
の
、
地
域
に
生
き
る
人
び
と
へ
の
共
感
が
う
か
が
わ
れ
る
歌
も
確
か
に
存
在
し
て
い
た
。
次
に
紹
介
す
る
作
品
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
そ
の
日
、
前
田
水
穂
、
草
野
萌
、
田
納
調
ら
一
四
名
の
会
員
た
ち
は
和
歌
浦
に
月
見
に
出
か
け
た
。
以
下
、
す
べ
て
『
わ
か
の
う
ら
浪
』
一
四
集
?一
八
九
一
・
一
〇
）よ
り
引
く
。
当
日
の
天
候
に
つ
い
て
前
田
が
?
よ
ひ
の
ほ
ど
く
も
り
て
の
ち
は
れ
け
れ
ば
?
と
記
し
て
い
る
の
で
、
当
初
の
曇
り
空
は
や
が
て
晴
れ
て
、
よ
う
や
く
月
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う
だ
。
浦
な
み
の
ほ
の
上
し
ら
み
て
沖
と
ほ
く
か
を
り
み
ち
く
る
海
越
の
月
矢
田
部
弘
典
和
歌
の
浦
や
嶋
山
か
け
て
も
ち
の
夜
の
か
げ
更
わ
た
る
浪
の
上
の
月
岡
本
善
穂
一
首
目
、
沖
よ
り
寄
せ
る
浪
が
徐
々
に
白
ん
で
、
あ
た
り
一
面
に
磯
の
香
り
が
満
ち
て
来
た
。
見
れ
ば
、
海
の
向
こ
う
遥
か
に
光
る
月
が
浮
か
ん
で
い
る
。
二
首
目
、
満
月
の
光
が
和
歌
浦
か
ら
見
え
る
無
数
の
島
々
を
包
み
こ
む
よ
う
に
広
が
る
、
そ
の
光
は
い
よ
い
よ
煌
々
と
大
空
に
照
り
わ
た
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
歌
は
そ
の
日
の
実
景
、
実
感
な
の
だ
ろ
う
。
彼
ら
が
視
覚
だ
け
で
な
く
嗅
覚
ま
で
も
研
ぎ
澄
ま
せ
て
月
の
出
と
向
き
合
っ
て
い
た
こ
と
が
歌
の
表
現
か
ら
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
点
に
、「
自
己
表
現
」を
主
張
す
る
「
近
代
短
歌
」
へ
の
萌
芽
を
見
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
だ
が
し
か
し
、
そ
の
「
自
己
」
は
彼
ら
の
生
き
る
地
域
に
堆
積
し
た
歴
史
的
な
時
間
と
不
可
分
で
な
か
っ
た
こ
と
を
、
や
は
り
強
調
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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例
え
ば
、彼
ら
の
月
見
は
、?
玉
つ
し
ま
岩
ね
の
す
ゝ
き
を
り
と
り
て
宴
こ
そ
せ
め
松
風
の
し
ら
べ
も
清
し
よ
る
浪
の
玉
も
さ
や
け
し
?
?廣
松
繁
穂
）と
詠
わ
れ
た
清
宴
だ
っ
た
。
た
だ
し
そ
の
宴
は
そ
の
場
に
い
た
会
員
と
だ
け
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
場
に
は
、
む
ろ
ん
想
像
的
に
だ
が
、
無
数
の
古
人
た
ち
も
招
か
れ
て
い
た
。
和
歌
浦
に
来
て
、
前
田
ら
は
加
納
諸
平
の
歌
を
思
い
出
?41
）
し
、
ま
た
本
居
建
正
ら
の
月
見
を
追
想
し
?42
）
て
、
古
人
の
心
に
迫
っ
た
。
そ
も
そ
も
和
歌
浦
は
山
部
赤
人
以
来
、
無
数
の
歌
人
た
ち
が
そ
の
土
地
を
め
ぐ
っ
て
詠
じ
た
無
数
の
詩
歌
の
記
憶
が
堆
積
す
る
ト
ポ
ス
で
あ
?43
）
る
。
会
員
た
ち
は
そ
れ
ら
の
諸
作
品
を
想
起
し
え
た
の
で
あ
?44
）
る
。
し
た
が
っ
て
、
会
員
た
ち
の
詠
む
行
為
は
過
去
か
ら
の
歴
史
的
な
連
続
性
を
十
分
意
識
し
た
う
え
で
な
さ
れ
た
。
そ
の
連
続
性
の
な
か
に
、
自
ら
の
歌
を
ど
の
よ
う
に
連
ね
て
ゆ
く
か
も
彼
ら
が
思
量
す
る
問
題
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
終
わ
り
に
木
村
成
蔭
『
木
国
歌
人
伝
』
?木
村
成
蔭
、
一
九
一
五
）は
明
治
以
降
の
紀
州
歌
道
の
盛
衰
を
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。
明
治
維
新
前
よ
り
国
事
多
端
、
且
つ
百
般
欧
米
文
明
の
輸
入
に
汲
々
と
し
て
、
我
国
粋
を
軽
視
せ
る
弊
風
の
為
に
、
我
木
国
歌
道
の
如
き
も
一
時
殆
ど
断
絶
の
姿
に
て
…
?中
略
）…
さ
れ
ど
明
治
の
太
平
に
つ
れ
て
、
漸
く
和
歌
の
枯
芦
起
上
り
、
聊
か
角
ぐ
み
た
り
し
も
、
彼
の
隆
盛
時
代
の
遺
芳
た
る
老
匠
た
ち
も
年
を
逐
ふ
て
凋
落
し
、
今
は
殆
ど
地
を
払
ふ
に
至
れ
り
お
そ
ら
く
協
会
が
結
成
さ
れ
た
一
八
九
〇
年
頃
は
、
維
新
の
前
後
以
来
?
一
時
殆
ど
断
絶
の
姿
?
を
示
し
て
い
た
?
木
国
歌
道
?＝
紀
州
の
和
歌
の
復
興
期
だ
っ
た
。
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
『
日
前
国
県
神
宮
献
詠
』、『
去
年
の
し
を
り
』、
そ
し
て
協
会
結
成
と
『
わ
か
の
－86－
う
ら
浪
』
刊
行
は
、
そ
の
成
果
だ
っ
?45
）
た
。
し
か
し
復
興
は
長
く
続
か
な
か
っ
た
。
木
村
が
記
す
一
九
一
五
年
の
段
階
で
は
、?
和
歌
の
枯
芦
?
は
?
殆
ど
地
を
払
ふ
?
状
況
と
な
り
、
紀
州
の
和
歌
は
衰
滅
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
で
は
、
な
ぜ
復
興
は
一
転
し
て
衰
退
に
向
か
っ
た
の
か
。
い
く
つ
か
の
暗
い
兆
し
は
『
わ
か
の
う
ら
浪
』
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
一
つ
は
木
村
の
言
う
?
老
匠
?
た
ち
の
?
凋
落
?
で
あ
る
。
協
会
で
は
一
八
九
六
年
に
紀
俊
尚
が
、
九
八
年
に
前
田
水
穂
が
死
去
し
て
い
る
。『
わ
か
の
う
ら
浪
』刊
行
中
の
こ
と
で
は
な
い
が
、
彼
ら
は
す
で
に
各
々
の
晩
年
に
入
っ
て
い
た
。
誌
上
で
は
時
に
会
員
や
そ
の
家
族
の
死
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
高
齢
化
は
協
会
全
体
の
問
題
で
も
あ
っ
た
。
一
方
で
、?
老
匠
?
に
代
わ
り
う
る
新
し
い
世
代
は
育
ま
れ
て
い
た
の
か
。『
わ
か
の
う
ら
浪
』
一
二
集
ま
で
に
は
二
四
人
の
新
入
会
員
が
い
た
が
、
一
三
集
以
降
に
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。
会
勢
は
伸
び
悩
ん
で
い
た
と
言
え
よ
う
。
な
ら
ば
先
に
四
節
で
見
た
諸
々
の
革
新
は
、
少
な
く
と
も
会
勢
の
拡
大
に
は
寄
与
す
る
こ
と
少
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、
入
会
に
は
幹
事
の
紹
介
が
必
須
と
い
う
条
件
も
新
人
の
入
会
を
難
し
く
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
同
時
代
的
な
短
歌
史
を
俯
瞰
し
て
み
る
と
、
落
合
直
文
の
浅
香
社
?一
八
九
三
〜
）が
、
ま
た
与
謝
野
鉄
幹
の
新
詩
社
?一
八
九
九
〜
）が
、
歴
史
の
表
舞
台
に
現
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
歌
を
学
ぶ
意
欲
が
あ
り
、
し
か
し
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
無
い
青
年
達
は
、
従
来
の
門
人
組
織
で
な
く
結
社
を
選
択
し
た
。
し
か
る
べ
き
紹
介
者
が
な
く
て
も
結
社
に
は
入
会
で
き
た
か
ら
で
あ
?46
）
る
。
協
会
に
集
ま
っ
た
人
々
の
多
く
に
は
、
和
歌
山
と
い
う
土
地
で
生
を
受
け
た
と
い
う
地
縁
的
な
共
同
体
感
情
が
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
宣
長
、
諸
平
ら
を
と
も
に
慕
う
同
門
の
情
が
色
濃
く
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
感
情
が
、
と
き
に
師
受
を
も
否
定
し
て「
自
己
」
を
詠
み
出
そ
う
と
い
う
意
識
と
相
容
れ
な
い
こ
と
は
当
然
だ
ろ
?47
）
う
。
そ
し
て
、
こ
の
鋭
い
「
個
」
の
意
識
を
表
現
す
る
こ
と
こ
そ
時
代
が
新
し
く
選
ん
だ
「
近
代
短
歌
」
と
い
う
モ
ー
ド
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
紀
州
歌
壇
の
復
興
期
が
短
く
終
わ
り
、
そ
し
て
急
速
に
衰
退
し
て
い
っ
た
の
も
偶
然
で
は
な
い
。
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?
注
?
?１
）執
筆
は
梅
溪
昇
、
半
田
美
永
。
他
に
『
わ
か
の
う
ら
浪
』
に
つ
い
て
は
半
田
「
和
歌
山
県
近
代
文
学
史
稿
」
?「
皇
學
館
大
学
紀
要
」
一
九
九
六
・
一
二
）、
浦
西
和
彦
・
半
田
美
永
『
紀
伊
半
島
近
代
文
学
大
事
典
』
?二
〇
〇
二
、
和
泉
書
院
）の
「
紀
伊
半
島
近
代
文
学
略
年
表
」
に
も
簡
潔
な
記
載
が
あ
る
。
な
お
、『
和
歌
山
県
史
』
引
用
部
に
み
え
る
一
八
九
一
年
創
刊
の
『
鶴
鳴
新
誌
』
?九
皐
社
）や
、
一
八
九
三
年
創
刊
の
『
紀
乃
海
』
?和
歌
山
国
粋
社
）と
、
歌
学
協
会
と
は
直
接
的
な
つ
な
が
り
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。和
歌
山
県
立
図
書
館
所
蔵
分
を
見
る
限
り
で
、前
者
は
学
生
を
対
象
に
和
歌
だ
け
で
な
く
漢
詩
や
俳
句
な
ど
の
創
作
、
論
説
等
を
含
む
総
合
誌
を
志
向
し
て
い
る
。
一
方
、
後
者
は
神
職
を
対
象
と
し
た
情
報
誌
で
和
歌
の
創
作
活
動
に
焦
点
を
当
て
る
も
の
で
は
な
い
。
?２
）須
山
高
明
「
明
治
期
和
歌
山
に
お
け
る
一
書
商
の
動
向
｜
坂
本
屋
・
野
田
大
二
郎
の
活
動
を
中
心
と
し
て
」
?「
和
歌
山
地
方
史
研
究
」
二
〇
〇
三
）
?３
）森
敬
三
「
近
世
歌
壇
に
お
け
る
紀
州
派
の
地
位
」
?『
近
世
和
歌
の
新
研
究
』
一
九
四
三
、
新
日
本
出
版
社
）
?４
）藤
田
大
誠
「
近
代
国
学
史
の
構
築
の
た
め
に
」
?『
近
代
国
学
の
研
究
』
二
〇
〇
七
、
弘
文
堂
）は
、
近
代
国
学
に
つ
い
て
?
近
世
或
は
幕
末
維
新
期
の
国
学
に
比
べ
、
充
分
な
歴
史
的
・
学
問
的
意
義
を
持
っ
た
研
究
対
象
と
し
て
認
知
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
く
、
先
行
業
績
も
非
常
に
少
な
か
っ
た
?と
評
す
る
。
紀
州
国
学
の
場
合
も
明
治
期
以
降
の
動
静
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
は
少
な
い
。
川
合
小
梅
?一
八
八
九
年
没
）や
伊
達
千
廣
?一
八
七
七
年
没
）に
言
及
し
た
寺
西
貞
弘
「
本
居
宣
長
と
和
歌
山
の
人
々
」
?和
歌
山
市
立
博
物
館
編
『
本
居
宣
長
と
和
歌
山
の
人
々
和
歌
山
国
学
人
物
誌
』
?二
〇
〇
二
、
和
歌
山
市
教
育
委
員
会
）が
ほ
ぼ
唯
一
か
と
思
わ
れ
る
。
?５
）歌
の
引
用
は
小
島
憲
之
ら
校
注
『
万
葉
集
２
』
?一
九
九
五
、
小
学
館
）よ
り
。
?６
）以
下
、「
会
則
」
の
引
用
は
『
わ
か
の
う
ら
浪
』
第
一
集
?一
八
九
〇
・
九
）よ
り
。
?７
）教
育
機
関
は
國
學
院
や
国
史
国
文
講
習
所
な
ど
。
出
版
物
は
三
上
参
次
・
高
津
鍬
三
郎
『
日
本
文
学
史
』
?金
港
堂
）、
芳
賀
矢
一
・
立
花
銑
三
郎
編
『
国
文
学
読
本
』
?富
山
房
）、
上
田
万
年
編
『
国
文
学
』
?双
双
館
）な
ど
。
?８
）梅
溪
昇
「
和
歌
山
県
地
域
近
代
化
の
特
質
」、
多
田
建
次
「
福
沢
諭
吉
と
和
歌
山
」
?と
も
に
安
藤
精
一
編
『
和
歌
山
の
研
究
第
四
巻
』
一
九
七
八
、
清
文
－88－
堂
）な
ど
を
参
照
。
?９
）子
安
宜
邦
『
本
居
宣
長
』
?一
九
九
二
、
岩
波
書
店
）の
指
摘
。
?10
）紀
州
国
学
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
堀
内
信
『
南
紀
徳
川
史
第
一
七
冊
』
?一
九
三
三
、
南
紀
徳
川
史
刊
行
会
）、
和
歌
山
県
教
育
史
編
纂
委
員
会
編
『
和
歌
山
県
教
育
史
第
一
巻
通
史
編
』
?二
〇
〇
七
、
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
）、
和
歌
山
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
和
歌
山
県
史
近
世
』
?一
九
九
〇
、
和
歌
山
県
）な
ど
を
参
照
。
?11
）「
開
会
式
の
録
事
」
?『
わ
か
の
う
ら
浪
』
一
八
九
〇
・
九
）
?12
）こ
の
一
四
四
名
は
暫
定
的
な
会
員
数
で
あ
る
。『
わ
か
の
う
ら
浪
』
に
は
時
に
?Ａ
）、
?Ｂ
）、
?Ｃ
）ど
れ
に
も
記
載
の
な
い
人
名
が
現
れ
る
。
例
え
ば
小
山
多
乎
理
、
田
代
ま
つ
の
子
、
三
戸
貞
次
、
多
屋
貞
一
、
恒
川
重
光
、
内
田
孝
友
、
森
常
敏
ら
は
人
数
に
含
め
て
い
な
い
。
?13
）紀
家
は
一
八
〇
〇
年
に
三
冬
が
宣
長
に
師
事
し
て
以
来
、
代
々
本
居
国
学
を
奉
じ
て
き
た
。
三
冬
の
男
俊
和
は
本
居
大
平
に
、
そ
の
後
継
で
あ
る
尚
長
は
大
平
や
内
遠
に
師
事
し
た
。
?14
）幸
止
の
父
幸
殖
は
亀
山
藩
の
家
老
職
な
ど
を
務
め
な
が
ら
富
樫
広
蔭
や
井
上
文
雄
ら
に
国
学
を
学
ん
だ
。『
和
学
者
総
覧
』?國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
・
発
行
、
一
九
九
〇
）を
参
照
。
?15
）「
報
告
」
?『
わ
か
の
う
ら
浪
』
第
三
集
、
一
八
九
〇
・
一
一
）
?16
）注
?６
）に
同
じ
。
本
文
中
で
役
職
の
説
明
は
全
て
「
会
則
」
よ
り
行
う
。
?17
）以
上
、
紀
、
近
藤
、
前
田
、
古
屋
、
倉
田
、
荒
巻
ら
に
つ
い
て
の
記
述
は
『
和
学
者
総
覧
』
?注
14
前
掲
）、
木
村
成
蔭
編
『
木
國
歌
人
傳
』
?一
九
一
五
、
木
村
東
蔵
）、
貴
志
康
親
編
・
発
行
『
紀
州
郷
土
芸
術
家
小
伝
』
?一
九
三
四
）な
ど
を
参
照
。
?18
）『
改
正
官
員
録
明
治
二
三
年
乙
』
?一
八
九
〇
、
博
公
書
院
）を
中
心
に
、
そ
の
前
後
の
官
員
録
か
ら
協
会
関
係
者
の
氏
名
を
拾
っ
た
。
?19
）徳
義
社
に
つ
い
て
は
松
田
茂
樹
編
集
・
発
行
『
明
治
の
和
歌
山
藩
士
族
』
?一
九
七
二
）を
参
照
。
?20
）田
林
義
信
「
紀
州
藩
の
国
学
」
?『
和
歌
山
の
研
究
二
巻
』
一
九
七
八
、
清
文
堂
）
詠歌が繋ぐ地域のアイデンティティとネットワーク
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?21
）和
歌
山
県
教
育
史
編
纂
委
員
会
編
『
和
歌
山
県
教
育
史
二
巻
』
?二
〇
一
〇
、
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
）
?22
）実
際
に
は
旧
藩
士
が
?
官
公
吏
・
警
察
官
・
教
員
等
へ
の
採
用
に
よ
っ
て
城
下
に
残
っ
て
?、
明
治
期
に
も
?
市
政
の
中
心
的
な
位
置
?
を
占
め
る
状
況
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
三
グ
ル
ー
プ
は
必
ず
し
も
截
然
と
分
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
和
歌
山
市
議
会
編
集
・
発
行
『
和
歌
山
市
議
会
史
』
?一
九
九
二
）参
照
。
?23
）入
会
希
望
者
は
?
幹
事
の
紹
介
を
以
て
事
務
所
へ
申
出
?
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。「
会
則
」『
わ
か
の
う
ら
浪
』
第
六
・
七
集
?一
八
九
一
・
二
）
?24
）文
中
で
触
れ
た
以
外
に
著
名
な
協
会
員
を
挙
げ
て
お
く
。
政
治
家
で
は
森
?和
歌
山
市
会
議
長
）、
谷
井
勘
蔵
?貴
族
院
議
員
）ら
、
教
育
者
で
は
恒
川
鐐
之
助
?和
歌
山
師
範
学
校
教
師
）、
勝
浦
鞆
雄
?和
歌
山
師
範
学
校
長
）、
篤
農
家
で
は
中
筋
麟
二
郎
、
久
保
田
甚
七
、
新
聞
人
に
は
山
田
正
?「
熊
野
新
報
」主
筆
）、
医
師
に
は
郭
嘉
四
郎
、
軍
人
で
は
中
川
審
六
郎
、
栗
原
一
郎
右
衛
門
ら
が
い
た
。
?25
）山
中
芳
和
「
近
世
に
お
け
る
国
学
普
及
の
一
形
態
」
?「
岡
山
大
学
教
育
学
部
研
究
集
録
」
一
九
八
九
・
三
）は
、
近
世
の
社
中
に
つ
い
て
?
知
識
を
中
核
と
し
た
一
種
の
学
問
共
同
体
?で
、?「
知
識
」を
生
み
出
し
、
交
流
さ
せ
る
こ
と
を
社
中
組
織
化
の
紐
帯
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
身
分
階
層
や
職
業
の
違
い
が
乗
り
こ
え
ら
れ
た
?
と
指
摘
し
て
い
る
。
?26
）「
報
告
」
?『
わ
か
の
う
ら
浪
』
第
二
集
、
一
八
九
〇
・
一
〇
）
?27
）寺
西
貞
弘
「
本
居
宣
長
と
和
歌
山
の
人
々
」
?『
本
居
宣
長
と
和
歌
山
の
人
々
｜
和
歌
山
国
学
人
物
誌
』
二
〇
〇
二
、
和
歌
山
市
立
博
物
館
）
?28
）注
?６
）に
同
じ
。
?29
）「
報
告
」
?『
わ
か
の
う
ら
浪
』
四
・
五
集
、
一
九
九
〇
・
一
二
）
?30
）旧
藩
主
家
に
仕
え
た
人
々
に
つ
い
て
は
、
注
?19
）『
明
治
の
和
歌
山
藩
士
族
』
を
参
照
。
?31
）藩
主
家
側
が
協
会
に
関
わ
る
利
点
と
し
て
は
、
例
え
ば
会
に
集
っ
た
和
歌
山
在
の
有
力
者
や
旧
藩
士
た
ち
と
の
関
係
性
強
化
が
一
番
に
考
え
ら
れ
る
。
?32
）宮
間
純
一
「
御
歌
所
の
官
制
と
職
掌
」
?『
宮
中
の
和
歌
｜
明
治
天
皇
の
時
代
』
二
〇
一
四
、
明
治
神
宮
）に
よ
る
と
、
御
歌
所
員
の
役
割
は
天
皇
、
皇
后
の
和
歌
の
「
拝
見
」
や
歌
会
に
必
要
な
文
物
の
調
達
、
ま
た
和
歌
史
に
関
す
る
調
査
研
究
な
ど
で
あ
る
。
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?33
）「
官
報
」
一
八
四
八
号
?一
八
八
九
・
八
・
二
六
、
内
閣
官
報
局
）、
和
歌
山
県
編
集
・
発
行
『
和
歌
山
県
災
害
史
』
?一
九
六
三
）
?34
）「
報
告
」
?『
わ
か
の
う
ら
浪
』
第
八
集
、
一
八
九
一
・
二
）
?35
）豊
穎
に
つ
い
て
は
鈴
木
淳
「
本
居
豊
頴
伝
」
?国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
創
立
百
周
年
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編
『
維
新
前
後
に
於
け
る
國
學
の
諸
問
題
』
?一
九
八
三
、
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
）が
あ
る
。
?36
）大
八
洲
学
会
に
つ
い
て
は
、
木
野
主
計
「
解
題
」『
明
治
期
国
学
研
究
雑
誌
集
成
解
題
・
総
目
次
』
?一
九
九
六
、
雄
松
堂
）参
照
。
?37
）開
会
時
に
定
め
ら
れ
た
会
則
に
?
本
居
豊
穎
君
の
異
見
?
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
「
報
告
」
?『
わ
か
の
う
ら
浪
』
第
一
集
、
書
誌
前
掲
）に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
?38
）国
学
の
知
識
を
広
め
る
た
め
に
雑
誌
を
刊
行
す
る
こ
と
は
大
八
洲
学
会
の
先
が
あ
る
。「
大
八
洲
学
会
設
立
之
趣
意
」?『
大
八
洲
学
会
雑
誌
』一
八
八
六
・
七
）に
は
、?
こ
の
学
を
四
方
に
普
及
せ
ん
と
欲
す
。
其
方
法
の
如
き
、
通
信
を
以
て
こ
の
学
に
就
て
、
本
邦
古
今
の
制
度
沿
革
を
亮
知
す
る
を
目
的
と
す
?
と
あ
る
。「
通
信
」
の
語
に
は
当
時
整
い
つ
つ
あ
っ
た
郵
便
網
に
よ
る
雑
誌
の
授
受
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
?39
）例
え
ば
紀
俊
尚
は
「
分
け
ま
し
ゝ
神
の
ひ
か
り
の
影
そ
ひ
て
い
や
し
げ
り
ゆ
く
言
の
は
の
道
」、
近
藤
幸
止
は
「
万
代
の
後
も
さ
か
え
む
千
早
ふ
る
か
み
の
つ
た
へ
し
敷
し
ま
の
み
ち
」
と
詠
ん
だ
。
?『
わ
か
の
う
ら
浪
』
第
一
集
、
書
誌
前
掲
）
?40
）注
?33
）『
和
歌
山
県
災
害
史
』
参
照
。
?41
）参
加
し
た
田
納
美
都
具
は
諸
平
の
歌?
一
む
ら
の
洲
先
の
松
に
か
け
分
て
内
外
の
海
の
月
を
み
る
か
な
?を
想
起
し
て
現
在
の
和
歌
浦
と
の
地
形
の
違
い
を
考
証
し
て
い
る
。
?42
）本
居
建
正
「
九
月
十
三
夜
和
歌
の
浦
に
月
見
に
物
し
た
る
こ
と
ば
」
が
『
わ
か
の
う
ら
浪
』
一
五
集
?一
八
九
一
・
一
二
）に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
?43
）和
歌
浦
を
め
ぐ
り
記
さ
れ
た
諸
作
品
に
つ
い
て
は
藤
本
清
二
郎
・
村
瀬
憲
夫
編
『
和
歌
の
浦
歴
史
と
文
学
』
?一
九
九
三
、
和
泉
書
院
）に
詳
し
い
。
?44
）加
納
諸
平
が
編
集
に
関
わ
り
、
紀
尚
長
?俊
尚
の
父
）が
序
文
を
寄
せ
た『
紀
伊
名
所
図
会
』に
は
和
歌
浦
を
め
ぐ
り
詠
ま
れ
た
無
数
の
詩
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
先
行
す
る
諸
作
品
は
一
行
の
念
頭
に
常
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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?45
）復
興
期
の
成
果
に
は
、
加
納
諸
平
の
没
後
三
〇
周
年
を
記
念
し
て
前
田
や
紀
ら
が
師
匠
の
歌
文
を
ま
と
め
た『
曽
丹
集
摘
草
』?一
八
八
七
、
野
田
大
二
郎
）、
前
田
編
『
和
歌
浦
集
初
編
上
巻
』
?一
八
九
三
、
野
田
大
二
郎
）な
ど
も
あ
る
。
一
八
九
四
年
に
は
諸
平
編
『
類
題
和
歌
鰒
玉
集
』
?交
盛
館
）も
再
刊
さ
れ
た
。
?46
）門
人
組
織
か
ら
結
社
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
佐
佐
木
幸
綱
「
詩
歌
の
変
革
」
?『
岩
波
講
座
日
本
文
学
史
一
一
巻
変
革
期
の
文
学
Ⅲ
』
一
九
九
六
、
岩
波
書
店
）参
照
。
?47
）例
え
ば
、「
新
詩
社
清
規
」
?「
明
星
」
一
九
〇
〇
・
九
）に
「
新
詩
社
に
は
社
友
の
交
情
あ
り
て
師
弟
の
関
係
な
し
」、「
わ
れ
ら
は
互
に
自
我
の
詩
を
発
揮
せ
ん
と
す
。
わ
れ
ら
の
詩
は
古
人
の
詩
を
模
倣
す
る
に
あ
ら
ず
」
と
あ
る
。
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